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        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和５年１２月１５日  

事業実施地区  東鶴賀町区 

事  業  名  公民館開放だよ！区民誰でも全員集合！ 

団体名及び 

代表者名 

（団 体 名）： 東鶴賀町区 

（代表者名）： 区長 松下 重信 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

 

年々少子高齢化が進行する中、新型コロナウイルス感染症が追い打ちをか

け、当たり前に行われていた町の行事（催し）等に赤信号が点り始めた。育成

会では子どもが減り、保護者も減るといった二重苦で活動が停滞。老人会活動

もしかり。このような現状を見かね町公民館と町が協力し、町内の集会施設を

開放して区民が自由に集える場づくりを始める。 

 

【事業完了日】 

令和５年12月10日 

【総事業費】 

179,124円 

【補助金額】 

150,000円 

※活動状況のわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

閉じこもりがちな高齢者が楽しみながら外出する機会を設けられ、住民間の交流促進に繋げられ

た。開催した「ゴルフボールカーリング大会」（整備した机にカーリングと同様に円を置き、ゴル

フボールに紙コップを被せたストーンを使い行うレクリエーション競技）では 20名程の参加が得

られ、住民同士が和気あいあいとゲームを楽しみ、交流活動ができた。インフルエンザの流行によ

り子どもの参加がなく残念であったが、多くの方から継続して開催してほしいとの声があり、次回

は年代を超えた交流に繋がるものと期待している。 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  ○   

事業の効果 ○    

特記事項 

（評価理由等） 

  

 

■今後の取組予定 

 本事業の大きな目的である世代を超えた交流活動を推進するため、小中学生が自由に利用でき

る施設（ゲームやレクリエーションだけではなく、学習や研修にも活用できる）とすることを目

指し、弾力的な活用について地区公民館を中心に事業を継続して開催（計画）する。 

 


